
散
歩
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

拝
島

駅
か

ら
玉

川
上

水
駅

芋
窪

街
道

拝
島

駅
か

ら
玉

川
上

水
駅

ま
で

約
７

．
０

キ
ロ

源
五

右
衛

門
分

水
口

跡
残

堀
川

玉
川

上
水

西
武

砂
川

清 願 院 橋

千 手 橋

千 手 小 橋

残
堀

川

西
武

砂
川

旧
砂

川
水

衛
所

跡
五

日
市

街
道

清 願 院 橋
見 影 橋

新 家 橋

千 手 橋

千 手 小 橋

宮 の 橋
西

武
立

川
砂

川
水

衛
所

跡

伏
せ

越
し

分
水

口
跡

西
武

砂
川

巴 河 岸 跡

金 比 羅 山旧
砂

川
水

衛
所

跡

金 比 羅 橋

五
日

市
街

道

船
溜

跡

横
田

基
地

引
込

線
殿

ヶ
谷

分
水

路
跡

清 願 院 橋
見 影 橋

新 家 橋
稲 荷 橋

千 手 小 橋

宮 の 橋

一 番 橋

日 光 橋

西
武

拝
島

線

西
武

立
川

砂
川

水
衛

所
跡

巴 河 岸 跡

金 比 羅 山

金 比 羅 橋

船
溜

跡

横
田

基
地

引
込

線
殿

ヶ
谷

分
水

路
跡

天 王 橋

新 天 王 橋

多
摩

都
市

モ
ノ

レ
ー

ル

見 影 橋

新 家 橋
稲 荷 橋

立
川

断
層

崖

J
R

青
梅

線
地

下
導

水
管

路

ふ た み 橋

一 番 橋

拝島

日 光 橋

こ は け 橋

宮 沢 橋
殿

ヶ
谷

分
水

口
跡

西
武

拝
島

線

拝 島 上 水 橋

平 和 橋
拝 島 分 水 口

　
J
R

八
高

線

暗
　

渠

柴
崎

分
水

口
砂

川
分

水
口

砂
川

水
衛

所
跡

拝
島

原
水

補
給

口

巴 河 岸 跡

金 比 羅 山

金 比 羅 橋

柴
崎

分
水

路
砂

川
分

水
路

開
渠

天 王 橋

新 天 王 橋
松 中 橋

美 堀 橋

  
  
  
  
 拝

島
分

水
口

と
殿

ヶ
谷

分
水

口
　

平
和

橋
の

下
流

側
す

ぐ
右

手
に

拝
島

分
水

口
、

更
に

下
流

の
左

手
に

殿
ヶ

谷
分

水
口

跡
が

、
更

に
そ

の
下

流
に

は
堰

も
残

さ
れ

て
い

る
。

　
拝

島
分

水
の

明
確

な
開

設
の

年
代

は
不

明
で

あ
る

が
、

明
暦

3
年

(1
6
5
7
)頃

と
さ

れ
る

古
い

分
水

で
拝

島
宿

の
中

央
を

流
れ

て
い

た
。

現
在

で
も

奥
多

摩
街

道
の

両
側

に
流

れ
が

残
る

。
　

殿
ヶ

谷
分

水
は

享
保

5
年

（
1
7
2
0
）
殿

ヶ
谷

、
宮

沢
、

中
里

、
砂

川
の

４
新

田
へ

の
生

活
用

水
と

し
て

引
か

れ
た

。
現

在
流

れ
は

途
絶

え
て

い
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
暗

　
　

　
渠

　
上

水
は

西
武

立
川

駅
南

側
付

近
で

約
3
5
0
m

の
区

間
が

暗
渠

に
な

っ
て

い
る

。
　

上
水

右
岸

（
南

側
）
に

あ
る

昭
和

飛
行

機
は

、
戦

前
・
戦

中
に

か
け

軍
需

工
場

と
し

て
軍

用
飛

行
機

を
生

産
し

て
い

た
。

こ
こ

に
昭

和
1
4
年

(1
9
3
9
)ご

ろ
長

さ
1
2
0
0
m

、
幅

1
7
0
m

の
滑

走
路

が
あ

っ
た

。
将

来
こ

の
滑

走
路

の
延

長
が

予
定

さ
れ

た
た

め
に

、
上

水
に

覆
蓋

工
事

が
行

わ
れ

た
と

さ
れ

る
。

3
0
ト
ン

の
荷

重
に

も
耐

え
ら

れ
る

よ
う

頑
丈

に
設

計
さ

れ
て

い
る

。
　

終
戦

に
よ

り
滑

走
路

の
延

長
計

画
は

立
ち

消
え

と
な

り
上

水
の

暗
渠

は
そ

の
ま

ま
残

さ
れ

た
。

現
在

公
園

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

滑
走

路
の

あ
っ

た
工

場
の

跡
は

ゴ
ル

フ
場

な
ど

に
変

わ
っ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

宮
　

沢
　

橋
　

上
水

記
に

も
名

前
が

あ
る

古
い

橋
。

現
在

は
使

わ
れ

て
い

な
い

。
　

明
治

期
、

玉
川

上
水

に
通

船
が

通
っ

た
と

き
、

こ
の

橋
の

上
流

南
側

（
拝

島
村

）
及

び
下

流
北

側
（
宮

沢
新

田
）
に

船
溜

が
設

け
ら

れ
た

。

　
　

　
　

　
　

  
  
柴

崎
分

水
口

と
砂

川
分

水
口

　
 松

中
橋

上
流

側
の

右
岸

橋
脇

に
柴

崎
・
砂

川
両

分
水

の
分

水
口

が
あ

り
、

橋
の

下
流

側
に

は
堰

が
あ

る
。

　
柴

崎
分

水
は

元
文

２
年

（
1
7
3
7
）
の

開
設

、
利

用
し

た
の

は
柴

崎
村

、
芋

窪
新

田
の

２
村

で
あ

っ
た

。
　

全
長

約
1
里

半
、

水
口

寸
法

は
1
5
0
寸

坪
（
1
尺

×
1
尺

5
寸

）
。

現
在

も
、

昭
和

記
念

公
園

内
を

経
由

し
青

梅
線

を
越

え
、

ＪＲ
中

央
線

を
金

属
製

の
掛

樋
で

渡
り

流
末

は
根

川
へ

と
流

れ
て

い
る

。
　

砂
川

分
水

は
明

暦
3
年

（
1
6
5
7
）
開

設
の

古
い

分
水

。
利

用
し

た
の

は
砂

川
村

1
村

で
あ

っ
た

。
全

長
約

1
里

余
、

水
口

寸
法

は
4
9
寸

坪
（
7
寸

四
方

）
。

開
設

当
初

分
水

口
は

天
王

橋
下

流
に

あ
っ

た
。

　
江

戸
末

期
頃

に
は

下
流

の
榎

戸
、

平
兵

衛
、

中
藤

、
鈴

木
、

下
小

金
井

の
各

分
水

は
砂

川
分

水
に

つ
な

げ
ら

れ
て

い
た

。
更

に
、

明
治

3
年

（
1
8
7
0
）
の

分
水

改
正

で
、

分
水

口
は

現
在

地
に

移
設

さ
れ

、
国

分
寺

、
梶

野
、

境
の

各
分

水
と

も
つ

な
が

れ
、

境
分

水
ま

で
の

右
岸

各
分

水
の

分
水

口
は

砂
川

分
水

口
一

つ
に

統
一

さ
れ

た
。

（
砂

川
分

水
は

後
に

、
深

大
寺

村
な

ど
に

延
伸

さ
れ

た
の

で
深

大
寺

用
水

と
も

呼
ば

れ
て

い
る

）

　
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
  
 西

武
拝

島
線

　
昭

和
1
3
年

（
1
9
3
8
）
、

大
和

村
(現

東
大

和
市

)に
東

京
瓦

斯
電

気
工

業
が

建
設

さ
れ

た
。

（
昭

和
1
4
年

日
立

航
空

機
立

川
発

動
機

製
造

所
と

改
称

）
　

第
二

次
大

戦
中

に
軍

の
要

請
に

よ
り

こ
の

工
場

へ
、

西
武

川
越

線
(現

西
武

国
分

寺
線

)小
川

駅
か

ら
専

用
線

路
が

敷
設

さ
れ

た
。

終
戦

に
よ

り
工

場
は

閉
鎖

と
な

り
、

米
軍

大
和

基
地

と
し

て
米

軍
に

接
収

さ
れ

て
い

た
。

　
昭

和
2
5
年

（
1
9
5
0
）
5
月

、
西

武
鉄

道
が

こ
の

専
用

線
路

を
使

い
小

川
・
玉

川
上

水
間

に
上

水
線

を
建

設
、

営
業

運
転

を
開

始
し

た
。

昭
和

4
3
年

（
1
9
6
8
）
5
月

、
こ

の
上

水
線

が
拝

島
ま

で
延

長
さ

れ
、

現
在

の
西

武
拝

島
線

と
な

っ
た

。
　

　
　

  
  
  
  
  
  
  
多

摩
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

　
平

成
1
0
年

(1
9
9
8
)1

1
月

上
北

台
・
立

川
北

間
が

開
通

し
、

平
成

1
2
年

1
月

上
北

台
・
多

摩
セ

ン
タ

ー
間

の
全

線
1
6
km

が
開

通
し

た
。

多
摩

地
区

を
南

北
に

結
ん

で
い

る
。

モ
ノ

レ
ー

ル
の

開
業

に
伴

い
、

芋
窪

街
道

は
玉

川
上

水
と

西
武

線
を

地
下

で
横

断
し

て
い

る
。

、

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

日
　

光
　

橋
　

わ
が

国
に

現
存

す
る

最
古

の
道

路
の

レ
ン

ガ
ア

ー
チ

橋
と

も
い

わ
れ

て
い

る
。

明
治

2
4
年

(1
8
9
1
)5

月
か

ら
7
月

に
、

木
橋

か
ら

レ
ン

ガ
橋

に
架

け
替

え
ら

れ
た

。
（
た

だ
し

内
部

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

詰
め

ら
れ

、
実

質
的

に
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト
製

ア
ー

チ
橋

）
　

こ
の

レ
ン

ガ
の

多
く

は
日

野
に

あ
っ

た
日

野
煉

瓦
製

造
所

で
焼

か
れ

た
も

の
が

使
わ

れ
た

。
　

昭
和

2
5
年

(1
9
5
0
)3

月
、

橋
の

拡
幅

の
た

め
両

側
に

コ
ン

ク
リ

ー
ト
製

ア
ー

チ
橋

が
掛

け
ら

れ
た

が
、

橋
中

央
部

の
レ

ン
ガ

橋
は

残
さ

れ
て

い
る

。
　

橋
名

は
、

八
王

子
千

人
同

心
が

日
光

勤
番

の
た

め
の

往
還

と
し

て
利

用
し

た
日

光
街

道
に

こ
の

橋
が

架
け

ら
れ

た
こ

と
に

由
来

す
る

。

　玉
川

上
水

を
掘

っ
た

土
で

築
か

れ
た

と
も

言
わ

れ
る

金
比

羅
山

　
　

　
　

　
　

　
　

　
旧

砂
川

水
衛

所
跡

　
金

毘
羅

橋
の

上
流

側
に

、
明

治
2
7
年

（
1
8
9
4
）
か

ら
昭

和
3
8
年

（
1
9
6
3
）
3
月

ま
で

砂
川

水
衛

所
が

置
か

れ
て

い
た

。
こ

の
時

の
作

業
橋

が
残

る
。

残
堀

川
改

修
に

よ
り

上
流

の
残

堀
川

交
差

地
点

に
移

転
し

、
さ

ら
に

昭
和

５
５

年
（
1
9
8
0
）
に

小
平

監
視

所
に

統
合

さ
れ

た
。


